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-.-市の人口と世帯数-一一

2月1日現在 前月比

人口 31，665人 （＋42）

男 15， 530人 （＋14）

女 16， 135人 （＋28）

世帯 8，725世帯 （＋6）
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束小に屋内体育館が完成

3月号
さる52年9月28日から建設がすすめられていた東小学

校の屋内体育館が2月28日完成いたしました。

この体育館は、総建設費が7,708万3,000円で、国庫補

助3,574万3,000円、教育債3,390万円、一般財源744万

円となっており、教育債3,390万円は、郵政省簡易保険

還元融資によって行なわれたものです。

体育館は鉄骨造りドーム型で面積が、 951㎡あり、 フ

ロアは、バスケット、バレーコートなど2面とれる広さ

です。今年はこの体育館で初めて卒業式が行なわれるこ

とになっています。
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高萩市市民憲章
自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし、うるおいのあるまちをつくりましょう
元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう

）

石
滝
に
建
設
中
だ
っ
た
市
営
住
宅
が

こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
住
宅
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
中
層
耐
火
５
階
建
別
戸
で
、
昨
年
８

月
２
日
か
ら
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
い

た
も
の
で
、
総
建
設
費
は
、
９
，
５
０

溌
鎧
辮
蕊

搾
鴬
醍
濃
蝿

口

ｑ

》

ｑ

品

Ⅱ
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、

ｑ

湖

謎
然
馳
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引
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踵

韓

黙

韓
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一
蕊
嬢
撚

騒
鍔
緯
零
騨
聴 石

滝
に
市
営
住
宅
別
戸

■

酔

幹

牛

酬
叩
酬
里
鐇

偶

朧

Ⅱ

篭

戯
洋

腿

操

ﾆﾆﾆ

０
万
円
で
す
。

１
戸
当
り
の
面
積
は
、
記

・
副
平
方
メ
ー
ト
ル
で
６
畳

２
室
、
３
畳
台
所
兼
食
堂
か

ら
な
り
、
物
置
も
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

す
で
に
入
居
者
も
き
ま
り

３
月
か
ら
入
居
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
▼

ー

地元の善意で公民館を建てる

若栗公民館がが地元の善意と寄附に

れました。旧公民館は

を利用していたもので

よって建てら

小学校の一部

老朽化がはげしく、地元を代表して

らが新公民館建設を呼金沢鉦久さん

万円を市に寄附、 このびかけ、 400

"・建物は、木完成したもの-てほど

室10畳2室、会議室、造平屋建（和

台所など）で

す。

総面積は94･39"fで

▲

一一

茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は（3） 1151 ． 1152です。
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水
道
料
金
は

納
付
、
口
座
振
替
制
に

４
月
か
ら

み
な
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
水
道
の

料
金
は
、
集
金
制
に
よ
っ
て
支
払
い
を

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

年
の
４
月
か
ら
支
払
い
方
法
が
口
座
振

替
制
と
納
付
制
に
か
わ
り
ま
す
。

納
付
制
は
、
水
道
課
か
ら
の
納
付
書

で
納
期
限
ま
で
に
市
内
の
各
金
融
機
関

（
郵
便
局
を
の
ぞ
く
）
な
ど
に
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
口
座
振
替
制
は

社
会
の
発
展
と
と
も
に
、
下
水
道
の

普
及
は
文
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
Ｉ
の
一
つ

に
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
般
家
庭
で
も
、
ト
イ
レ
を

水
洗
式
に
す
る
こ
と
が
健
康
で
、
文
化

的
な
生
活
に
か
か
せ
な
い
条
件
だ
と
考

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
は
非
常
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
す

国
際
セ
ミ
ナ
ー
は
、
交
換
留
学
生
と

し
て
外
国
か
ら
学
生
を
市
内
の
一
般
家

庭
に
迎
え
、
国
際
親
善
に
多
大
の
成
果

を
あ
げ
て
お
り
ま
す
が
、
あ
る
人
は
「

外
国
人
の
訪
問
を
う
け
、
く
み
取
り
便

所
を
使
用
さ
れ
ま
し
た
が
背
筋
が
寒
く

な
る
思
い
で
し
た
。
」
と
い
っ
て
い
た
そ

う
で
す
が
、
水
洗
便
所
の
必
要
性
が
認

下
水
道
あ
っ
て
の
水
洗
式

ざFL

◇
シ
リ
ー
ズ
下
水
道
を
考
え
る
◇
⑧

一

最
近
支
払
っ
た
水
道
料
金
の
領
収
証
と

預
金
口
座
に
使
用
し
て
い
る
印
か
ん
を
一

各
金
融
機
関
な
ど
に
持
参
し
、
手
続
き

を
し
ま
す
と
自
動
的
に
預
金
口
座
か
ら

‐
支
払
わ
れ
ま
す
の
で
便
利
で
す
。

筵
○
水
道
料
金
の
取
扱
い
金
融
機
関
一

じ

う
常
陽
銀
行
、
茨
城
相
互
銀
行
．
水
一
戸
一

砥
信
用
金
庫
、
日
立
信
用
組
合
の
各
支
一

店
、
高
萩
市
農
業
協
同
組
合
、
ま
た
一

は
水
道
課
一

一
国詞
※
く
わ
し
い
こ
と
な
ど
は
、
市
水
道
課
一

②
３
６
４
２
、
ま
た
は
、
各
金
融
機
一

フ『
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
一

把

一

識
さ
れ
て
き
た
今
日
、
誰
し
も
が
理
解

で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

欧
米
で
ほ
、
日
本
に
古
く
か
ら
あ
る

〃
ご
不
浄
″
と
い
う
感
覚
は
な
い
そ
う

で
す
。
ト
イ
レ
は
ど
ん
ど
ん
改
良
さ
れ

用
を
足
し
な
が
ら
本
棚
か
ら
本
を
と
っ

て
読
む
と
い
っ
た
、
い
こ
い
の
場
の
一

つ
の
ス
ペ
ー
ス
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

受
益
者
負
担
金
の
問
答
つ
づ
き

質
問
負
担
金
は
い
つ
納
め
る
の
で
す

か
答
負
担
金
は
、
建
設
費
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
り
、
当

市
の
場
合
調
査
計
画
中
で
す
か
ら
、

今
後
公
共
下
水
道
の
実
施
計
画
を
た

（
）

て
施
工
年
度
及
び
区
域
を
定
め
ま
す

３
年
か
ら
５
年
位
の
工
事
範
囲
を

区
域
と
し
て
区
域
単
位
に
供
用
開
始

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

工
事
を
施
工
す
る
区
域
を
毎
年
度
初

め
に
市
長
が
公
告
し
て
、
区
域
の
年

数
分
割
で
お
ね
が
い
し
ま
す
。
つ
ま

り
負
担
金
を
払
い
終
っ
た
時
に
は
そ

の
区
域
の
全
部
が
下
水
道
を
使
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
一
年
を

さ
ら
に
分
割
し
て
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

質
問
負
担
金
の
額
は
、
い
つ
ま
で
も

同
じ
額
で
す
か
‐

答
事
業
費
の
額
は
現
在
の
社
会
情

勢
の
な
か
で
は
、
年
を
高
く
な
っ
て

い
き
ま
す
が
、
負
担
金
の
額
は
、
決

定
し
た
年
度
の
事
業
費
を
根
拠
に
し

て
決
め
ま
す
の
で
、
本
当
は
事
業
が

終
る
ま
で
に
は
高
く
な
る
わ
け
で
す

が
、
よ
ほ
ど
大
き
な
社
会
情
勢
の
変

化
の
な
い
限
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

が
終
る
ま
で
は
そ
の
区
域
の
中
は
、

同
じ
額
に
な
る
予
定
で
す
。

質
問
借
地
人
で
受
益
者
と
な
っ
て
い

た
が
、
変
っ
た
時
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
で
す
か
。

答
土
地
の
売
買
、
貸
借
関
係
の
変
更

な
ど
で
受
益
者
が
変
っ
た
場
合
は
、

受
益
者
変
更
届
を
提
出
さ
れ
る
と
、

そ
れ
以
後
の
分
は
新
し
い
受
益
者
の

方
に
お
ね
が
い
し
ま
す
。

質
問
公
簿
上
の
地
積
と
実
際
の
地
積

が
違
う
場
合
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で

す
か
。

答
地
積
訂
正
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が

地
積
訂
正
に
は
日
時
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
公
認
測
歴
士
の
測
量
し
た
図

面
と
地
積
訂
正
す
る
旨
の
誓
約
害
を

添
付
し
て
申
請
し
て
い
た
だ
け
ば
・

そ
の
地
積
に
よ
っ
て
賦
課
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
．

期
日
・
３
月
妬
日
、
⑫
時
鋤
分
か
ら

場
所
高
萩
市
民
体
育
館

市
内
に
お
け
る
交
通
事
故
概

況
市
民
か
ら
の
提
言

県
警
音
楽
隊
演
奏

演
題
加
害
者
・
被
害
者
に

な
ら
な
い
た
め
に

講
師
片
桐
章
典
弁
護
士

市
民
の
み
な
さ
ん
多
数
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

第
２
回
交
通
安
全
市
民
大
会
を
開

き
ま
す
っ
こ
の
大
会
は
市
民
を
交
通

事
故
か
ら
守
る
た
め
、
市
民
か
ら
の

交
通
事
故
防
止
に
関
す
る
提
言
を
求

め
て
、
交
通
安
全
施
策
に
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

と
交
通
安
全
思
想
の
普
及
を
図
り
交

通
事
故
絶
滅
を
目
ざ
し
開
催
し
ま

す
。

一
や
《
）

県警音楽隊をむかえ

第2回交通安全

市民大会を開催

3月26日

市民体育館で

無
料
の
法
律
相
談

○
と
き
３
月
過
日
（
水
）
午
後
１
時

か
ら

○
と
こ
ろ
高
萩
市
春
Ｈ
町
２
１
皿

高
萩
市
商
工
会
館

相
談
は
、
弁
護
士
の
岡
部
琢
郎
さ
ん

が
受
け
ま
す
。

受
け
付
け
は
商
工
会
②
２
５
０
１
へ
。

弱
年
度
野
球
チ
Ｉ
ム
の

登
録
は
早
め
に

認
年
度
の
市
内
軟
式
野
球
チ
ー
ム
の

登
録
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。
申
し

込
み
は
、
市
教
育
委
員
会
へ
、
３
月
即

日
ま
で
に
申
し
込
み
の
こ
と
。

加
開
会
識
は
、
後
日
連
絡
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

春の全国交通安全運動に協力を

期間4月6日から 4月15日まで

スローガン

あぶないよ、わき見

無灯火、二人乗り
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年
金
制
度
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
ろ
う
か
。
そ
の
手
続
き
は
ど
う
し
た

す
。
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
の
確
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

認
や
、
年
金
請
求
に
つ
い
て
の
手
続
き
◎
障
害
者
に
な
っ
た
り
、
病
気
で
長
い

な
ど
を
知
ら
な
い
こ
と
に
よ
り
、
年
金
間
寝
て
い
る
よ
う
な
場
合
は
、
保
障

が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
て
大
変
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
を
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
◎
会
社
に
勤
め
た
が
今
ま
で
の
国
民
年

次
に
よ
り
相
談
会
を
行
な
い
ま
す
の
金
の
掛
金
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う

で
、
お
出
か
け
に
な
っ
て
相
談
し
て
く
か
。

だ
さ
い
。
◎
物
価
が
あ
が
り
、
生
活
水
準
が
向
上

◎
厚
生
年
金
や
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
す
る
中
で
将
来
の
年
金
額
は
ど
う
な

が
受
け
ら
れ
る
の
は
ど
ん
な
場
合
だ
る
の
だ
ろ
う
か
。

３
月
別
日
中
央
公
民
館
で

ね
ん
き
ん
相
談
所
を
開
設

松月亭の梅
水戸六代藩主文公が、領内巡視の折松月亭をたずね詩を賜
わったのは、赤水75歳の時で、赤水はそれが大へんうれしく

栄誉に思い、多くの学者からも慶びの詩が寄せられている。
その後七代武公、九代烈公も訪れた史跡であるが、二度の
火災で惜しくも焼失してしまった。昭和42年赤水生誕250年
を記念し、烈公の和歌と赤水の詩が刻まれた松月亭の碑が建
てられた。春はまだ浅く亭前の古梅も一二輪綻び初め、古人
を偲ばせている。 絵と文・伊藤龍馬
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ー

善
意
銀
行
へ

○
高
萩
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

社
会
福
祉
の
た
め
５
，
１
５
０
円

○
高
萩
高
３
の
１

肢
体
不
自
由
児
へ
２
，
４
７
５
円

○
高
萩
高
２
の
６

肢
体
不
自
由
児
へ
５
０
０
円

○
大
心
苑

、

青
少
年
の
た
め
１
９
２
０
０
円

○
加
藤
博
さ
ん
Ⅱ
大
和
町

（
亡
父
の
遺
志
に
よ
り
）

こ
の
よ
う
な
、
年
金
制
度
に
つ
い
て
の

疑
問
や
、
手
続
き
な
ど
な
ん
で
も
結
構

で
す
。と
き
３
月
型
日
（
金
）

午
前
９
時
訓
分
か
ら
午
後

２
時

と
こ
ろ
高
萩
市
中
央
公
民
館

電
話
側
１
１
２
５

日曜診療のお知らせ

月 ．日 医院所在地電話
善
意
あ
、
が
と
う 4月2日青沼医院春日町,|②2420

蛆_宮内医院本町| (2)230§

'6日|滝川医院春日町(”100

23日| 白土医院有明町(2) 2697
30日|立花医院東本町(2) 3512

０日二
・
・
・
・
・
・
｝
酉
二
・
・
『
・
三
国
・
ロ
ロ
宮
口
』
芭
・
・
亘
亘
ロ
ロ
ロ
】
・
｝
ご
画
亘
芭
】
】
一
亘
国
酉
韓
一
国
写
『
】
】
宇
二
』
三
・
国
・
・
卓
』
酉
』
・
田
】
ロ
『
』
】
ロ
』
二
二
二
』
二
】
ロ
】
ロ
ー
一
室
一
一
口
【
》
ロ
ニ
ロ
ニ
酉
・
『
』
■
』
『
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ニ
与
国

社
会
福
祉
の
た
め
５
０
，
０
０
０
円

社
会
福
祉
の
た
め

も

１
７
５
０
０
０
円
寄
贈

○
豊
田
恒
さ
ん
Ｉ
上
君
田

社
会
福
祉
の
た
め
５
０
，
０
０
０
円
○
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
周
年
を

記
念
に

○
一
市
民

高
萩
市
文
化
事
業
団
発
足
基
金
と
し

社
会
福
祉
の
た
め
３
０
．
０
０
０
円
、

て
１
，
０
０
０
０
０
０
円

○
全
日
本
女
子
プ
ロ
レ
ス
ス
ポ
ー
ツ
企

高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

画
社
会
福
祉
の
た
め

、

１
０
０
，
０
０
０
円
１
５
０
０
０
０
円

○
高
萩
市
消
防
団
、
市
内
町
名
表
示
板
２
０
４
枚

叩
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
四
月
二
十
八

叩

皿
日
の
死
亡
者
に
、
「
妙
泉
霊
、
門
前
つ
黍

叩

皿
る
」
と
あ
る
。
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
・
、ナ

Ⅲ
）
八
片
十
七
日
の
死
亡
者
に
も
、
「
妙
辮

叩

一

ｍ
教
霊
、
く
り
の
鶴
子
、
十
七
歳
に
て
死

皿

耐
去
」
と
み
え
る
。
「
鶴
」
「
鶴
子
」
は

茄

皿
「
亀
子
」
の
名
と
同
じ
よ
う
に
、
千
年

州
も
長
生
き
で
き
る
よ
う
に
と
の
親
の
願
密

叩

皿
い
が
、
こ
め
ら
れ
た
名
で
あ
っ
た
と
こ
蕊

Ⅲ
〃
難

Ⅲ
ろ
が
、
「
鶴
子
」
と
い
う
娘
は
、
十
七
鱗

Ⅲ
蔵
で
こ
の
世
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
》

皿
あ
る
．
瀧

皿

灘

叫
中
世
で
は
、
十
七
、
八
歳
は
娘
ざ
か
鑪認

皿

悪

叩

Ⅲ
り
で
あ
っ
た
。
男
を
悩
殺
す
る
適
齢
期
鶴

Ⅲ
蕊

叩
な
の
で
あ
る
。
室
町
時
代
の
歌
謡
を
集
総

叩

岫
め
た
「
閑
吟
集
」
に
も
、

》

叩

岬
十
七
、
八
は
、
な
げ
し
“
の
ほ
こ
り
、

叩

Ⅲ
み
な
殿
た
ち
の
み
な
殿
た
ち
の
目
に

DOW

脚“、
確史⑳，

赤浜妙法寺過去帳

（十八）

ー

志田
古
手
雪
一
口

入
り
た
、
目
に
入
り
た
、
．

と
か
。
十
七
、
八
は
、
小
池
の
小
ぶ
な
、
と

ら
よ
と
す
れ
ば
、
は
ね
ま
す
る
。

と
み
え
、
年
ご
ろ
の
娘
の
生
新
な
姿
態

が
、
見
事
に
歌
わ
れ
て
い
る
。

十
七
歳
で
死
ん
だ
「
鶴
子
」
は
、
病

弱
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
八
月
十
七

日
と
い
え
ば
、
初
秋
の
季
節
で
あ
る
。

長
ら
く
病
床
に
つ
い
て
い
る
者
は
、

季
節
の
変
り
目
に
息
を
引
き
と
る
こ
と

が
多
い
の
で
あ
る
。

聯

妙法寺跡（松丘高校付近）から市街をのぞむ
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国民健康保険証の検認を

4月から検認もれは無効に

現在使用されている国民健康保険証の有効期限は、54年

3月31日で切れますが、 この保険証の内容を確認するため

検認を行ないま．すので、国民健康保険証を持参して、かな

らず検認を受けてください。

この検認を受けませんと、今年の4月1日以降は無効とな

り医療費も全額負担することになります。

保険証検認日程表

Ｎ
・
Ｋ
サ
ー
ビ
ス
図
書
グ
ル
ー
プ

職
場
で
一
人
で
も
多
く
読
書
に
親
し

職
場
文
庫
で

読
書
を
普
及
し
て
い
る

｜
↑
’
一
一
一
一
』
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
［
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一
一
一
一
一
一
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
『
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
［
’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

月日 場 所

WIIIZAｸﾗ難所
一下君田小学校

上君田小学校

3月27日若栗公民館
大能公民館

ll寺 間 地 域

横1 1 1 、大金|Ⅱ､侍山、
小山

ド君|H､大術lH､柳沢

上濫田全域

昔栗全域

大能全域

ん
い
た
だ
け
れ
ば
…
…
」
と
語
る
柴
田

富
貴
子
さ
ん
は
、
エ
ヌ
・
ケ
ー
運
輸
サ

ー
ビ
ス
㈱
高
萩
工
場
の
職
場
文
庫
図
書

委
員
の
一
人
。

こ
の
職
場
文
庫
は
、
昭
和
妃
年
に
県

立
図
書
館
か
ら
３
０
０
冊
の
図
書
を
借

用
し
、
当
時
高
萩
英
子
さ
ん
（
退
職
）

ら
が
中
心
と
な
っ
て
発
足
し
た
。

こ
の
文
庫
も
５
年
目
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
が
、
さ
る
副
年
ｎ
月
に
は
、
茨

城
県
読
書
振
興
大
会
で
、
地
域
の
読
書

の
発
展
に
尽
し
た
と
し
て
県
議
会
議
長

賞
を
受
け
て
い
る
。

委
員
は
、
柴
田
さ
ん
を
は
じ
め
、
吉

崎
れ
い
子
、
籠
島
み
ち
子
、
高
野
あ
さ

子
、
飯
泉
弥
須
子
、
渋
谷
正
枝
、
佐
川

愛
子
さ
ん
ら
７
名
で
、
図
書
を
担
当
。

「
日
曜
な
ど
は
、
読
書
の
機
会
も
少

０
０
０
０
０

０
５
０
２
２

●
■
Ｇ
■
■
■
Ｂ
■
●
Ｂ

Ｏ
Ｏ
２
３
４

１
１
１
１
１

一
一
一
一
一

０
０
０
０
０

３
２
２
０
５

ｂ
■
■
■
■
ａ
伊
凸
●
■

９
刑
Ⅱ
Ｂ
卿

（
｝ 繕,需羅卜削洲離箪”

9：30～10:00行人塚、石f!1原

10:10～10:40,荷戸

l1:00～1l:30 'ﾙﾐ浜全域

13:30～15:30 1<｢F綱全域､上手綱
一部、大エ町､,｣､和IH

9:30～11:00 12=F調全域

13:30～14:10秋I｣｣.ド．秋'1｣仇

l4:15～15:00秋l 1l' |1 ，闇｝上
15:10-16:00烏名金城

9：30～10:30.|上方、秋山上

10:45～11:30台,断恢、駒木原

13:30~'6:00IMWW"WM

|､'0I:1"|伽側！

な
い
で
す
か
ら
、
図
書
は
、
食
堂
に
あ

る
の
で
昼
休
み
に
読
書
し
て
ま
す
」
と

い
う
。
現
在
図
書
は
５
０
０
冊
。

「
本
の
貸
し
出
し
は
、
１
週
間
で
、

一
人
２
冊
が
限
度
で
す
。
本
が
た
く
さ

ん
あ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
：
…
・
」
と
籠

島
さ
ん
。
「
委
員
は
、
１
年
と
し
て
い
ま
す
が

半
数
を
残
こ
し
後
継
の
指
導
に
あ
た
る

よ
う
運
営
し
て
い
ま
す
。
職
場
の
か
た

に
い
ら
な
い
本
が
あ
っ
た
ら
文
庫
へ
寄

附
し
て
…
：
と
呼
び
か
け
て
い
る
の
で

す
が
…
…
。
」
と
図
書
の
少
な
い
の
を

残
念
が
る
。
エ
ヌ
・
ケ
ー
職
場
文
庫
で

は
、
い
ら
な
く
な
っ
た
古
本
な
ど
の
寄

附
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

民
農

鯵
鎮
守
の
森
が
、
北
側
を
川
に
接
し
て
そ

そ
り
立
っ
て
い
る
。
古
木
が
ウ
ッ
ソ
ウ

と
し
て
、
見
事
な
景
観
で
あ
る
。

境
内
に
は
、
シ
ィ
ノ
キ
約
卵
本
、
カ

シ
約
加
本
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
太

い
雑
木
が
生
い
茂
っ
て
い
る
。
木
に
よ

っ
て
は
、
四
、
五
百
年
は
ゆ
う
に
越
す

も
の
も
あ
る
。
広
葉
樹
が
多
い
の
で
野

鳥
の
繁
殖
に
も
む
い
て
い
る
。

カ
シ
類
の
中
に
は
、
は
っ
き
り
分
類

出
来
な
い
珍
種
が
あ
る
と
か
、
北
限
に

近
い
暖
帯
植
物
の
古
木
が
、
森
を
な
し

て
い
る
こ
と
は
、
学
術
的
に
貴
重
で
あ

る
と
、
大
都
直
光
さ
ん
（
植
物
研
究

家
）
か
ら
聞
い
た
。

い
ま
に
も
崩
れ
そ
う
な
崖
を
さ
さ
え

（
） Ｉ

な
れ
て
住
む
人
友
に
と
っ
て
、
あ
の
鎮

花
貫
川
の
川
口
か
ら
上
流
へ
５
キ
ロ

守
の
森
は
、
郷
愁
の
寄
り
ど
こ
ろ
と
し

あ
ま
り
を
、
大
き
く
蛇
行
し
な
が
ら
さ
て
、
い
つ
ま
で
も
、
心
に
焼
き
つ
い
て

か
の
ぼ
る
と
、
平
坦
部
を
す
ぎ
て
、
や
↓
い
る
に
違
い
な
い
・

が
て
ひ
く
い
台
地
上
の
山
の
ふ
も
と
に

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

さ
し
か
か
る
。
そ
こ
に
、
大
字
秋
山
の

八
羽
Ｖ
花
貫
ダ
ム
と
自
然
（
Ｔ
）

昨
年
、
こ
の
欄
で
、

市
内
の
古
木
を
あ
ら
た

め
て
見
な
お
し
、
保
存

し
た
い
も
の
で
あ
る
と

訴
え
て
い
た
方
が
い
た

か
け
が
え
の
な
い
も

の
が
、
ど
ん
ど
ん
、
失

な
わ
れ
て
ゆ
く
姿
に
思

い
あ
ま
っ
て
進
言
と
聞

い
た
。

秋
山
鎮
守
の
森

て
、
が
っ
ち
り
根
を
張
っ
た
大
木
は
、

足
元
を
流
れ
る
花
貫
川
に
ま
つ
わ
る
人

々
の
昔
か
ら
の
活
し
を
み
つ
め
て
来
た

わ
け
で
あ
る
。

大
木
の
根
が
と
ど
か
な
い
と
こ
ろ

で
、
大
き
く
崖
崩
れ
を
起
し
て
い
る
の

が
印
象
的
だ
っ
た
。

秋
山
の
人
々
が
、
た
い
せ
つ
に
保
存

し
て
い
る
こ
の
森
は
、
後
世
に
誇
れ
る

お
金
で
は
買
え
な
い
財
産
で
あ
る
。

秋
山
で
生
れ
、
ふ
る
さ
と
を
遠
く
は

鎮
守
の
森
（
北
側
か
ら
）
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3月28日
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行人塚集会所
高戸公民館
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下手綱公民館

3月29日


